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は じめに

障害のある子 どもの指導を行う場合には,教 員が

子ども一人一人の実態に即 して,個 別に指導目標や

指導内容を設定 し,個 別に評価す ることになり,そ

の妥当性の向上が求められている').

知的障害のある子どもの教科指導は,特 別支援学

校の学習指導要領において,独 自の目標および内容

(発達段階別)が 示 されている.技 能教科である音

楽科にっいては苦手意識をもっ教員 も多 く,概 括的

に示された学習指導要領の教科 目標や内容を子ども

の発達と音楽活動の関係性を踏まえて読み取 り,担

当する子どもの実態に即 した指導 目標や内容を設定

することは,非 常に負担の多い作業になると推察さ

れる.

そこで筆者は,5年 前から,大 学の授業や特別支

援学校での研修会などにおいて,特 別支援学校(知

的障害)音 楽科における発達段階に応 じた音楽活動

例の解説を試みている.

本稿では,解 説の内容を紹介 し,試 みの成果 と課

題にっいて報告する.

1.特 別支援学校(知 的障害)音 楽科の

目標 と内容

前述 したように,特 別支援学校(知 的障害)の 音

楽科は独自の 目標と内容を有 している.

音楽科の目標について,小 学部の例を授業スライ

ド1(図1)に 示 した.目 標の文章のみからは内容

が捉えにくいため,授 業では,学 習指導要領解説 に

書かれた 「音楽科の意義」を引用 して 目標を解説 し

ている.例 にあげた小学部にっいては,先 生や友だ

ちとの関わ りを大切にした音楽活動の中で,子 ども

が音楽に興味や関心を寄せ,音 楽の美 しさや楽 しさ

を味わうことがめざされている.

音楽科の内容について,授 業スライ ド2(図2)

に示 した.音 楽科の内容は,現 行の学習指導要領に

特別支援学校(知 的障害)小 学部

音楽科の目標

}口学習指導要領解説

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽についての興味
や関心をもち、その美しさや楽しさを味わうようにする。

(音楽科の意義より抜粋)児童が 自然な形で音堂音楽と
の新鮮な出会1、汐 怒験し、興味・関心がある妊き避

に 身i斤な友倖や教師と楽しみながらかかわる、徐々に

県童が‡体的な活動を行い、それが教師や友i剰こ受け

とめられ 認められる繹験を精み重ねることによって、

表現力を広げながら、音楽活動の意欲や関心を高め、
音楽の美しさや楽しさを味わうことができるようにするこ
とが重要である。

図1:授 業 ス ラ イ ド1「 小 学 部 音 楽 科 の 目標 」2)

特別支援学校(知 的障害)小 学部

音楽科の内容 畠

1学 習指導要領L継
(1)音楽が流れている中で体を動かして楽しむ。

1鵬 (2)音 の出るおもちゃで遊んだり、
扱いやすい打楽器などでいろいろな音を鴫らして楽し麿。

鑑賞 身体表現 盤 歌唱

Cy) <2) C3) (4)

好きな音や音楽 友達や教師ととも 打楽器などを使っ 好きな歌ややさしい
2段階 を聴いて楽しむ。 に簡単なリズムの てリズム遊びや 旋律の一部分を楽

特徴を感じ取って 簡単な合奏をす しく歌う。

身俸を動かす。 る。

Cy> (2) (3) (4)

身近な人の歌や 音楽に合わせて 旋往楽器に親し やさしい歌を伴奏

3段階 演奏などを聴き、

いろいろな音楽

簡単な身体表現
をする。

み、簡単な楽譜を

見ながらリズム合

に合わせながら、

教師や友逢などと
に関心をもつ。 奏をする。 一緒に歌ったり、一

人で歌 ったりする。

*熊 本大学大学院教育学研究科 図2:授 業スライド2「 小学部音楽科の内容」
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おいて,学 年別ではなく,小 学部3段 階,中 学部1

段階,高 等部2段 階の発達段階別 に示されている.

各段階の内容は,生 活年齢を基盤 として,知 的能力

や適応能力などを考慮 して設定されているが,音 楽

的能力の発達に焦点を当てた場合,小 学部が主とし

て幼稚園 ・保育所の 「表現」等の内容を,中 学部 ・

高等部が主として小学校 「音楽科」の内容を含んで

いると考えられる3).し たが って,中 学部以降の内

容は,小 学校音楽科の内容を参考にしてイメージす

ることが容易である.し か し,小 学部 までの内容は

乳幼児期の音楽的発達と関わ りが深 く,イ メージす

ることが難 しいと感 じる受講者 も多い.そ のため,

筆者は特に小学部の内容にっいて,音 楽活動の例を

解説する機会を多 く設けている.

小学部1段 階は 「音楽遊び」(図2の 下線部は

「器楽」に関わる内容),小 学部2段 階以上は 「鑑賞」,

「身体表現」,「器楽」,「歌唱」の観点か ら構成され

ている.な かでも 「器楽」は,手 の操作性などと関

係が深く,発 達段階が捉えやすい領域である.

本稿では,小 学部1～3段 階の 「器楽」に関わる

内容に焦点を当てた音楽活動例の解説を紹介する.

2.子 どもの発達 と音楽活動の

関係 を説明する理論

乳幼児期の子 どもの発達 と音楽活動の関係 につい

て,「旋 律」 「リズム」 などに特化 した 分析 は多いが,

その全体像 を捉 え ることがで きるものは少 ない.障

害のあ る子 ど もに焦 点を 当て て,子 どもの発達 と音

楽活動 の関係 性 を整理 した ものと して,「 発達 の4

層か らみ た音楽療法 の配慮点」(宇 佐 川,2007)4)と

「子 どもの音楽の発達 に関わ る評価 に関す るツール」

の 「チ ェ ック リス ト」(與 座 ら,2004)5)が あ げ ら

れ る.こ の うち筆者 は,子 どもの発達 の全体像 とと

もに発達 と音楽活動の関係性が整理 されてい る 「発

達 の4層 か らみ た 音 楽 療 法 の配 慮 点 」(宇 佐 川,

2007)に もとづ き,特 別 支援学校(知 的障害)音 楽

科の音楽活動例を解説す ることと した.

宇佐川 は,約30年 間 にわ た る300名 を越 す障害 児

の乳幼児期 にお ける療育事例の詳細 な検討 によって

集積 された資料 を もとに,感 覚 と運動 の高次化 によ

る発達水準や その全体的理解 の枠組み を精緻化 し,

「感覚 と運動の高次化理論」(「1層:初 期感覚の世

界」 「II層:知 覚 の世界」 「皿層:象 徴 化 の世界」

「IV層:概 念化 の世 界」)を 構築 してい る6).さ らに,

1層 か らIV層 までの 内容 は,「 運動 ・認知」,「関係

性 と自己像」,「情緒 の発達」,「意図理解 と伝達手段」

の領域 にわ けて,「 感覚 と運 動 の高次化 か らみ た発

達の四層の特徴」7)に 整理されている.こ の表 の

「関係性と自己像」の領域か らは,「向き合う姿勢の

形成」(1層),「 合わせ る姿勢の形成」(豆 層),「相

互的な関係」(皿 層),「役割取得あそび ・共同的活

動」(IV層)と 高次化 していく社会性の発達が非常

に捉えやす い.こ とのことか ら,「感覚の運動の高

次化理論」は,子 どもや先生との関係性の中で音楽

的能力を育ててい く特別支援学校(知 的障害)小 学

部の音楽活動例を説明するのに最適であると考えた.

また,こ の 「感覚 と運動の高次化理論」 にもとつ

いた1層 か らIV層 までの音楽療法の活動が,「音楽

の特徴」,「活動 ・楽器類」,「手の操作性」,「姿勢 ・

運動」,「発達的な目標」,「場面への配慮」の側面に

わけて,「発達の4層 か らみた音楽療法の配慮点」

(以下,「音楽療法の配慮点」 とす る.)に 整理され

ている.音 楽療法は,障 害のある子どもを対象とし

た場合,「音楽の特性を活用 した発達支援」と言い

換えることができる.こ のことか ら,「音楽療法 の

配慮点」は,子 どもの発達と音楽活動の関係を説明

するのに最適であると考えた.

授業では 「感覚と運動の高次化からみた発達の四

層の特徴」と 「音楽療法の配慮点」の表を配布 して

概容を説明している.

3.解 説 の実 際

1)小 学部1段 階

①指導内容

小学部1段 階 にっ いて は,「 音楽遊 び」 の 中に器

楽指導にっ なが る内容が,「(2)音 の出るおもち ゃ

で遊 んだ り,扱 いやす い打楽器 などでいろい ろな音

を 鳴 ら した りして楽 しむ.」 と示 され て い る.授 業

で は,学 習 指導要領 解説 の 中か ら,楽 器 に関わ る内

容 を授業 スライ ド3(図3)の よ うにまとめて,解

説 を加えてい る.

小学部1段 階:音 楽遊び(2)

音の出るおもちゃで遊んだり、扱いやすい打楽器など
でいろいろな立を[職 して:e:しむ

学習指導要領解説
「扱 いや すい 打 楽 器 など」

・形
、色 、音 色 、感触 に 関心 を示 し、簡 単 に操 作 でき る楽 器

ツリーチ ャイム 、カバ サ 、鈴(振ったり、揺らしたり、こすったり)

シンバ ル 、ティンパ ニー 、太 鼓(手で触れたり、11チで打ったり)

「打 楽 器 以 外 の 扱 いや すい 楽 器」

・振 動 を楽 しむ 楽 器 オ ートハ ープ
、ギ ター

・傾 け ることに よって 音 が 出 る楽 器

・音 の 様 子 を視 覚 的 にも感じることが できる楽器

・吹 く楽 器 、声 や 言 葉を音 にす ることが できる楽 器

図3:授 業 ス ラ イ ド3「1段 階 の 指 導 内 容 の 解 説 」8)
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② 子 どもの発達 と音楽活動

小学部1段 階 には,「 音楽療 法 の配 慮点」 の1層

か らII層 に示 された 内容が含 まれてい ると考え られ

る.1層 にっ いて宇佐 川(2011)は,「 発達 支援 の

目標 と しては,音 楽 を受容す る能 力を高 め,大 人 と

向 き合 ってや りとりす る姿勢 をっ くってい く.そ の

ためには行為の視点 と終点を明確 にす る働 きか けが

必要で あ る.音 楽 の開始 と終わ りとが,身 体 の動 き

や表情で 明確 に意識 づ けられ てい くことは,人 との

や りと りの前提 とな るか らで あ る.」9)と 説 明 して

い る.

授業で は,「 音楽療法 の配慮点」 の1層 か ら,「音

楽 の特徴 」 と 「発達的 な 目標」,器 楽 と関連が深 い

「活動 ・楽器類」 と 「手 の操 作性」 の項 目を抜粋 し

て授業 スライ ド4(図4)の よ うに まとめ,1段 階

の子 どもの発達 と音楽活動の関係性 にっ いて解説 し

て いる.授 業 ス ライ ドにっ いて,音 楽活動例 の解 説

で着 目す る部分 に下線を加えてい る.

授業 で は,「 音 楽療法 の配 慮点 」 のII層 か ら,1

層 と同様の項 目を抜粋 して授業ス ライ ド5(図5)

の ようにま とめ,1段 階の子 どもの発達 と音 楽活動

の関係性 にっ いて解説 して いる.授 業 スラ イ ドの下

線 も1層 と同様であ る.

発達の4層 からみた音楽療法の配慮 点

第1層 知覚の 世界
(宇佐川,2011よ り抜粋・加筆して作成)

音楽の特微 活動・楽器類 手の操作性 発達的な目褄
・音・音楽の好みが ・簡単な身体 ・一 ・盒b世 ヱ盈 む姿

はっきりする 模倣 囲 盟
・音楽と運動を合わ ・声を通したや ・音、音楽を通した

せることの芽生え りとり やりとり(三項関係
・音楽による繰り返 ・Eラム笠の左 ・崖 壬の劃 恵里 の成立)

された模倣の芽 曲 ・』睡 萱筐⊇

生え ヱ注工⊇活動 ・細かい箇所をコ 'パターン的な模倣
・複雑でないシンブ ・未完成技法 ントロールして を育てる

ルな音・音楽が受 へのきづき 打つのは難しい ・惰動の安定と調整

容しやすい ・絵カードによる歌

・聴覚過敏な子ども ・触覚過敏な子ど や楽器の選択行
への配慮 もへの配慮 動

発 達の4層 からみた音楽療 法の配 慮点

第1層 初期感覚の 世界
(宇佐川,2011よ り抜粋・加筆して作成)

音楽の特徽 活動・楽器頭 手の操作性 発達的な目標
・音の受容で静 ・音楽を受容する ・::t .、 ひ っか く ・萱鎧
止 活動 鐡

・複雑でないシ ・壬で触れると萱 ・握 る
、放 す

・萱謹
ンブルな音・音 一 ・叩 く、押す 盤
楽の受容 一 ・行動系の始点と

・複雑で大きい もの 終点の理解
刺激は感覚を ・立塑 ・向き遡
閉ざす ・一 ・入 れる s(働 きかけ

・音楽と運動を 盤 に応じることを

合わせること 圏 ・触覚過敏な子ど 楽しむ)
は難しい もへの配慮 ・惰緒の安定

図4:授 業 ス ラ イ ド4「1層 の 発 達 と音 楽 活 動 」1°)

図5:授 業 ス ラ イ ド5「 π層 の発 達 と音 楽 活 動 」12)

1層 にっ いて宇佐川(2011)は,「 発達 支援 目標

の第一 は,音 楽活動や セ ラピス トの働 きかけに応 じ

て,一 緒 にす る,合 わせ てす ることが楽 しく感 じら

れ るようにな ることであ る.マ イペ ースで拒 否 も強

い ことが多 い第II層 の子 どもにと って,音 楽は強力

な武器(手 だて)と なる.成 立 しに くい三項 関係 も

音楽を用 いる ことで,そ れ ら しき係わ りあいに なる.

ただ し第H層 の終わ り頃 になると,対 人 的や りとり

が拡が り大人 をか らか うことも増 え,誤 学 習に なり

やす い面 もあ る.順 番 を待っ ことや,パ ター ン的 な

模倣能力 を育 て ること,歌 や楽器選択 に絵 カー ドを

用い ること等 も,こ の層 で積極的 に行 え る内容であ

る.と くに楽器 を用 いて順番 に交替 してい くとい う

ルール を学ぶ ことは,そ の後の集団活動や他 児 との

協 同活 動 にお ける基 礎 を築 くことに な る.」11)と述

べてい る.

③音楽活動の例(*下 線部 は図4・5に 対応 している)

A.「 ツ リーチ ャイム」 を使 った活動(1層)

学習指 導要領 解説で 「形,色,音 色,感 触 に関心

を示 し,簡 単 に操作 でき る楽器」 と して例示 されて

い る,「 ツ リーチ ャイム」(図6)は,吊 り下 げ られ

た金属の棒 に触れ ることで簡単 に音が 出る楽器であ

る.こ のキ ラキラと揺 れ る棒を見 ると思わず 触 って

しまい,澄 んだ音や ひんや りと した感触 に心地 よさ

を感 じる子 どもも多い.

授業では,「い っしょにならそうよ」(作 詞 ・作 曲:

小柳玲子)と い う曲の中で,触 り心地 の良い手の操

作性が簡 単 な楽器 に触れ る ことで,音,音 楽 の受容

性 を高 めた り,向 き合 う姿勢 を形 成 しなが ら,音 を

楽 しむ演奏体験の場を用意 して音楽活動例 を解説 し

た.

「いっしょにならそうよ」歌詞'3)

さあ○○さんならそうよ(●)

きれいなおとね

さあ○○さんならそうよ(●)

きれいなおとだ

*括 弧内は○○さんが楽器を鳴 らす部分

億
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また この活動 では,学 習指導要領解説 の 「扱 いや

す い打楽器 」 と して例示 され てい る 「カバサ」(図

7)を 使 う こともで きる.「 カバサ」 はき らき ら光

る玉を手の平や体のい ろい ろな部分の上で動か して

不思議 な音 や感触 を楽 しめ る楽器で ある.さ らに,

学習指導要領解説で 「打楽器以外の扱 いやすい楽器」

と して例示 されて い る 「オ ー トハ ープ」(図8)を

使 った活動 も考 え られ る.右 側の 白い コー ドボ タン

を押 しなが ら,ピ ックや手を弦の上ですべ らす と和

音を奏で,振 動 を楽 しむ ことがで きる.

図7:カ バ サ 図8:オ ー トハ ー プ

B.「 オー シャン ドラム」 を使 った活動(1層)

学習指導要領解説で 「打楽器以外の扱いやすい楽

器」 の うち 「傾 け る ことに よ って音 が 出る楽器」

「音 を視 覚的 にも楽 しめ る楽器」 と して例示 され て

い る 「オ ーシ ャ ン ドラム」(図9)は,ド ラムを傾

けると中に入 ってい る複数 の小 さな玉が動 き,海 の

波 のような音 を奏 で られ る楽器 で ある.子 どもは,

先生 とい っ しょに ドラムを傾 けなが ら玉が動 くと音

が鳴 る様子 を見 て,因 果 関係や音 ・音楽 の始 点 と終

点を理解 しなが ら音を楽 しむ ことがで きる.

ことが多い.

「音楽のおもちっき」歌詞14)

おんがくのおもちっき よばれたひとはたたいてね

○○せんせい(●)△ △さん(▲)

○○せんせい(●)△ △さん(▲)

こんどは一緒にたたこうよ

それペ ッタン(● ▲)ペ ッタン(● ▲)

ペ ッタン(● ▲)ペ ッタン(● ▲)

さいごにいっぱい(● ▲連打)せ 一の(● ▲)

*括 弧 内は楽器を鳴らす部分

●=○ ○せんせい ▲=△ △さん
闘E

図9:オ ーシャンドラムと楽器を使 った実演の様子

C.「 ハ ン ドドラム」 を使 った活動(II層)

H層 の発達段 階に該当す る子 どもは,短 く太いバ

チを使用 し,片 手で ドラム等の大 きい面 をバ チで打

2)小 学部2段 階

①指導内容

小学部2段 階の 「器楽」 の 内容は,「 打楽器 な ど

を使 って リズ ム遊 びや簡単 な合奏 をす る.」 と示 さ

れ てい る.授 業 で は,学 習指導 要領解説 の中か ら,

楽器 に関わ る内容 を授業ス ライ ド6(図11)の よう

にまとめて,解 説 を加 えている.

小学部2段 階:器 楽

打楽器などを使ってリズム遊びや簡単な合奏をする。

学習指導要領解説

っ活動」 に挑戦 でき る.授 業で は,学 習指導要 領解

説で 「扱 いや す い打楽 器」 と して例 示 され て い る

「太鼓 」 を使 って,「 音楽 のお もちっ き」(作 詞 ・作

曲:高 橋友 子)の 中で,音 楽 に合 わせて たた く,順

番を待 って たた くなどの活動 を行 いなが ら,器 楽を

楽 しむ演奏体験 の場 を用意 して,音 楽活動例 を解説

した.筆 者 は,子 どもの実態 に合わせ て色 々な位 置

に差 し出せ る 「ハ ン ド ドラム」(図10)を 使用す る

「打楽器など」

1段 階で取り上げた打楽器に加えて

・両手の協応を高める楽器

タンバリン、ウッドブロック、ギロ
・音階や和音を鳴らすことができる楽器

木琴、キーボード、トーンチャイム、笛

rリズム遊び」

・自由に音を鳴らす、合図に合わせて楽器を鳴らす、

大小、強弱、速度に合わせて楽器を鳴らす

図11:授 業 の ス ラ イ ド6「2段 階 の 指 導 内容 の解 説 」15)

②子 どもの発達 と音楽活動

小学部2段 階 には,「 音楽療 法 の配慮点 」 の1層

か ら皿層 に示 された 内容が含 まれてい ると考え られ

る.II層 の内容 は1段 階の部 分で言及 したため,こ

こでは皿層の 内容 にっ いて述べ る.

皿層 にっ いて宇佐 川(2011)は,「 第 皿層 にお け

る音楽療法 の 目標と しては,大 人 との相互的 なコミュ

ニケ ーシ ョンの発展が まず あげ られ る.曲 の中で順
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番 に打ち合 うこと等音楽を用いた コミュニケー シ ョ

ンが発展 し,自 己調整 力が高 ま ってい くこ とも,重

要 な発達 目標 とされ る.身 体模倣や音声模倣 の活 発

化や楽器を用いた リズ ム表現等 も 目標 と して適切で

あ ろう.」16)と述べて いる.

授業 で は,「 音 楽療法 の配 慮点」 の皿層 か ら,1

層 と同様 の項 目を抜粋 して授 業ス ライ ド7(図12)

の ようにまとめ,2段 階の子 どもの発達 と音 楽活 動

の関係性 にっ いて解説 して いる.授 業 スラ イ ドの下

線 も1層 と同様であ る.

B.「 トー ンチ ャイム」 を使 った音楽活動(皿 層)

学習指導要領解説 において 「音階や和音 を鳴 らす

ことがで きる楽器」 と して例示 されて いる 「トー ン

チ ャイ ム」(図14)は,ハ ン ドベル に比 べて音 の響

きが長 いため,一 人一 音ずっ担 当 して和音 を奏で る

ことがで きる.

授業では,「2人 の音」(作 詞 ・作曲:臼 井裕美子)

という曲の中で,曲 の中で順番 に打 ち合 う相 互的 な

発達の4層 からみた音 楽療法 の配慮点

第 皿層 象 徴化の世界
(宇佐川,2011よ り抜粋・加筆して作成)

音楽の特徴 活動 ・楽器頭 手の操作性 発達的な目標
・ききわける力が ・手あそび ・且ヱ珪遡 ・音 楽によるコミュニ

しっかりする ・うたう活動 鐡 ケーシコンの発展
・音楽によるイメー が育ちはじめる 1:E3c,

ジの共有 ・雌 ・自己調整力を高め

鐡 ヱ合 る。曲蟹 養
わせようとす [鉦 生合う。

・大きく激しい音や る活動 ・画圭の協型 主を ・一',、 こ △

音楽も受容可能 ・坐楽器墾 訟 0幽 ・且とヨ蜥 性を
・模倣の活発化 する音楽活動 育てる
・音楽的表現能力 ・画ヨ懲 ・即時身体模倣

が育つ 器

図12:授 業 ス ラ イ ド7「 皿 層 の 発 達 と音 楽 活 動 」17)

③ 音楽活動の例(*下 線部は図12に 対応 してい る)

A.「 ウッ ドブロック」 を使 った活動(皿 層)

皿層 の発達段 階に該当す る子 どもは,小 楽器の操

作的 な使用 に挑戦 で きる.学 習指導要領解説 におい

て 「両手の協 応を高め る楽器」 と して例示 されてい

る 「ウ ッ ドブ ロ ック」(図13)は,一 方 の手で,ス

リッ トが入 った左右両側の木でで きた筒の取 っ手を

持ち,も う一方の手 で,バ チを持 って筒 を叩いて音

を 出す,両 手操 作 の楽 器で ある.目 で手 を調整 しな

が ら体 の正 中線 を越 えて両側 の筒 を叩 くことで,高

さの異 なる音 を楽 しんだ り,目 と手 の協応 性を高め

なが ら音楽 に合わせた簡単 な合奏を楽 しむ ことがで

きる.

授業 では,「 ウ ッ ドブ ロ ック」 の演奏体 験 の場 を

用意 して音楽活動例を解説 した.

関係性を感 じながら,簡 単な合奏を楽 しむ演奏体験

の場を用意 して音楽活動例を解説 した.曲 の中では,

まず名前を呼ばれた人が一人ずっ トーンチ ャイムを

演奏す るが,一 緒に鳴らす場面 も設定されいて,2

人で トーンチャイムを同時に鳴らして音の重なりを

体験することができる.3段 階(IV層)の 子どもの

役割取得活動を促す合奏に向けて,緩 やかに準備す

る音楽活動も展開できる.歌 詞の最後の 「○さん△

くん」の部分でテンポを速めて最後に2人 で大きく

同時に鳴 らす というような設定をっ くれば,テ ンポ

や強弱を意識する活動も提供できる.

喚
ノ

し

図13:ウ ッ ド ブ ロ ッ ク

「2人 の音」歌詞18)

○○ さんのおと(●)△ △ くんのおと(▲)

○○ さんのおと(●)△ △ くんのおと(▲)

こんどはいっしょ(● ▲ ●▲)

こんどはいっしょ(● ▲ ●▲)

じゅんばんに ○さん(●)△ くん(▲)

○さん(●)△ くん(▲)い っしょに(● ▲)

*括 弧 内は楽器を鳴らす部分

●=○ ○さん ▲=△ △くん

3)小 学部3段 階

①指導内容

小学部3段 階の 「器楽」 の 内容は,「 旋律楽 器 に

親 しみ,簡 単 な楽譜 を見 なが ら リズ ム合奏 をす る.」

と示 され て いる.授 業 では,学 習指 導要領解説 の 中

か ら,楽 器 に関わ る内容を授業 スライ ド8(図15)

の ようにまとめて,解 説 を加 えている.
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小学部3段 階:器 楽

旋律楽器に親しみ、簡単な楽譜を見ながらリズム

合奏をする。 学習指導要領解説

「旋律楽器に親しみ」

・音階が決められた位置にある楽器で曲の一部を演奏する

鍵盤楽器、リコーダー
・一音一音が別々に出せる有音程の打楽器で曲の一部を

演奏する 単音グロッケン、ハンドベル
・旋律楽器を打楽器のように演奏して和声の一部を奏でる

「簡単な楽譜」

・楽器の絵を順番に並べて書いた絵譜、
「どみみ」のように文字で音符 リズム・旋律・和音を

書いた楽譜

図15:授 業 ス ラ イ ド8「3段 階 の 指 導 内容 の 解 説 」19)

② 子 どもの発達 と音楽活動

小学部3段 階 には,「 音楽療 法 の配 慮点」 のIV層

に示 された 内容が含 まれてい ると考え られ る.

lV層 にっ いて宇佐川(2011)は,「 第IV層 で の 目

標は,運 動 の調整力 と ともに集団 内で の 自己調 整力

や関係性 を育 て ること,役 割取得 を通 した共 同活 動

による社会性 を育て ること,さ らに音楽表 現を通 し

た イメー ジや創造性を高め ること等 も 目標 とされ る

であろ う.」2°)と述べてい る.

授業 で は,「 音 楽療法 の配 慮点」 のIV層 か ら,1

層 と同様 の項 目を抜粋 して授 業ス ライ ド9(図16)

の ようにまとめ,3段 階の子 どもの発達 と音 楽活 動

の関係性 につ いて解説 して いる.授 業 スラ イ ドの下

線 も1層 と同様であ る.

発達の4層 からみ た音楽療法 の配慮点

第V層 概念化 の世界
(宇佐川,2011よ り抜粋・加筆して作成)

音楽の特徴 活動・楽器類 手の操作性 発達的な目標
・音楽の象徴的表現 ・手あそび ・リズムをとって打つ ・音楽による齪

が理解しやすくな ・うたう活動 (聴覚浬動協応) 話動(簡単な合奏や
る 劇)
リ゚ズムへの意識が ・音楽を通した他児と

明確化 ・ゲ ーム浩動 ・且ヱ⊇:止旦二匹 の,`o.動 の発展
・旋往の意劃 炬 一 ・音楽的表現能力を通

生 ・固塾 合垂 勘 して、イメージや創造
・歌詞の理解と再正 ・劇あそび 性を育てる

・色貴篭も使用可

能

図16:授 業 ス ラ イ ド9「IV層 の 発 達 と音 楽 活 動 」21)

③ 音楽活動の例(*下 線部は図16に 対応 してい る)

A.「 ピア ノ」 を使 った活動(1▽ 層)

lV層 の発達段 階に該当す る子 どもは,目 で コン ト

ロール しなが ら音階楽器を弾 くことに挑戦で きるよ

うになる.学 習指導要領解説 に示された 「音階が決

められた位置にある楽器」の例として 「ピアノ」が

あげられる.さ ぐり弾きして旋律楽器を演奏す るこ

とに慣れ た り,旋 律 の一部を演奏 して旋 律の意識化

と再生 を促す こと もで きる.ま た,旋 律楽器 を演奏

す るよ うに なると,楽 譜を使用す る機会 が増 え る.

色音符 を用 いた楽譜を作成 して,鍵 盤 に対応 す る色

シール を貼れ ば,初 めて 出会 う曲や 自分 が演 奏 して

みたい 曲も,一 人で演奏す ることができる.

授業 では,音 高 を色 と形,音 価 を升 目の長 さ,臨

時記号 を矢 印で表 す 「フ ィギ ャー ノー ト」22)とい う

楽譜 と,楽 譜 に対応す るシール を鍵盤 に貼 った 「ピ

アノ」 を使 った演奏体験 の場 を用 意 して,音 楽活動

例を解説 した.

B.「 卓上ベル 」や 「ハ ン ドベル 」な どを使 った活

動(】V層)

「グ ロ ッケ ン」(図17)の ような小 さな鍵盤 をバ

チで順番 にたた き,一 人で 「ドレミ」 の旋 律を奏で

ることがで きない場合で も,一 人一音ずっ 「単音 グ

ロ ッケ ン」(図18)の 演 奏 を担 当すれ ば,3人 で協

力 して 「ドレミ」 の旋律 を奏 で ることがで きる.ま

た,バ チで楽器 を叩 くとい う操作が難 しい場 合に も,

手の平でベルの上 につ いたボ タ ンを押す ことがで き

れば 「卓上 ベル」(図19),握 って振 る ことがで きれ

ば 「ハ ン ドベル」(図20)を 一 人一音 ずっ担 当 し,

3人 で協力 して 「ドレミ」の旋律 を奏で ることがで

きる.さ らに,音 の響 きが長 い 「トー ンチ ャイム」

(図21)を 一一人一一音 ずっ担 当すれ ば,3人 で和音 を

奏で る ことがで き る.こ れ らが,学 習指導要 領の解

説 に示 されて いる 「一一音一一音が別 々に出せ る有音程

の打楽器」の例であ る.

撒 湘 双

t

図19:卓 上 ベ ル

顔

-h
U

○

図18:単 音 グ ロ ッケ ン

図20:ハ ン ドベ ル

図21ト ー ンチ ャイ ム
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授業で は,筆 者が作成 した授 業 スライ ド10の 楽譜

(図22)を 示 して,多 様 な実態 の子 どもたちが一一緒

に楽 しめ る簡単 な合奏の演奏体験 の場 を用意 して,

音楽活動例を解説 した.

楽譜 の英字 は 「ハ ン ドベル」,色 のつ いた○△ 口

の図形は 「トー ンチ ャイム」を もっ子 どもが楽器を

鳴 らす部分 の印であ る.自 分が持 って いる 「ハ ン ド

ベル」の枝 についた英字の部分で 「ハ ン ドベル」を

振れば,一 一人一音ずっ担 当 して メロデ ィーを奏で る

ことがで きる.こ の英字 は,対 象児の実態 に応 じて,

平仮名や カタ カナの昔名,担 当す る子 ど もの顔写 真

などに変 える こともで きる.自 分 の トー ンチ ャイム

にっいてい る○△口の図形の部分で 「トー ンチ ャイ

ム」 を振れ ば,一 人 一音 ずっ担当 して和音 を奏で る

ことが でき る.図22の 楽譜 では,○(赤)が 「フ ァ

ラ ド」,△(青)が 「ミソ ド」,口(黄)が 「フ ァシ

bレ 」 の和音 に な って い る.☆ の部 分で は,「 ハ ッ

ピーバ ースデー トゥーユー」 と聴 こえた り,先 生が

指 さ しで 自分の持 ってい る楽器を鳴 らす ことがで き

る子 どもに,ビ ブラス ラ ップ などの面 白い音 が 出る

楽器で演奏 して もらうの もよい.顔 のマー クの部 分

では,自 分 の好 きなよ うに楽器を鳴 らしたい子 ども

に,マ ー クの直前 にタ ンブ リンなどの楽器 を渡 して

演奏 して も らうの もよい.「 ピアノ」や 「グ ロ ッケ

ン」 を一人 で演 奏で きる子 どもには,旋 律す べての

演奏 を担 当 して も らって もよい.こ の ように して,

多様な実態の子どもたちが,役 割取得活動や共同活

動を行いながら,合 奏を楽しむことができる.

4.成 果 と課題

筆者は5年 間,上 述のような解説を大学の授業や

地域の研修会で行ってきた.現 行の学習指導要領を

もとにした解説が最後 となった2017年 度のP大 学

における授業とQ特 別支援学校の研修会でのアンケー

ト結果を引用 しながら,授 業の成果と課題 にっいて

検討 してみたい.ア ンケー トの回答者は,P大 学が

学部3年 生 と専攻科生(現 職派遣の教員含む)36

名,Q特 別支援学校が特別支援学校教員27名 である.

授業や研修会を始める前に,受 講者に,現 行の特

別支援学校(知 的障害)小 学部音楽科学習指導要領

解説の器楽に関わる部分を読み,す ぐに内容がイメー

ジできない用語や文章を抜き出してもらった.合 計

3件 以上の回答があ った用語や文章を表1に まとめ

ている.

表1:学 習指導要領解説でイメージできない用語 ・文章
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図22:授 業 ス ラ イ ド10「 合 奏 の楽 譜 」

図23:合 奏体験の様子

イ メ ー ジで き な い用 語 ・文 章 P Q 計

カバサ 11 8 19

オ ー トハ ー プ 9 7 16

単 音 グ ロ ッケ ン 12 1 13

さぐり弾き 5 8 13

ギ ロ 11 0 11

ウ ッ ドブ ロ ック 9 1 10

ツ リー チ ャイ ム 7 0 7

音の様子を視覚的にも感 じることができる

楽器
6 1 7

両手の協応を高める楽器 4 3 7

声や言葉を音にすることができる楽器 2 3 5

情緒の安定を促 した り,心 躍るような体験

をしたりすること
4 1 5

和声の一・部を奏でる 3 2 5

有音程の打楽器 1 2 3

旋律楽器を打楽器のように演奏 して 2 1 3

(旋律楽器に)能 動的にかかわる 2 1 3

音程があり連続的な手の動 きを促進する楽

器
2 1 3

P=大 学 生(N=36)Q=特 別 支 援 学 校 教 員(N=27)

また,受 講 後 の感想 欄 には,「 具体 的 に楽器 の提

示があ ったので,名 称 と実物,音 色がわか りま した.」,

「視覚 的 にも楽 しめて楽 しい楽器 がた くさんあ るん

だ と思い ま した.」,「楽器 に実際 に触れ ることによっ

187



特別支援学校音楽科の音楽活動例解説の試み

て,み んな笑顔になっているなということを改めて

強 く感 じました.楽 器 といってもメロディーと弾 く

だけではなく,そ の子にあった出し方をうまく取 り

入れることにより,子 どもも取 り組みやす くなるの

だと思います.」などの記述がみ られた.

これらの結果から,楽 器を使 って演奏体験を交え

ながら音楽活動例の解説を進めることは,特 別支援

学校(知 的障害)音 楽科における指導力を高めるた

めに有効ではないかと考えた.特 別支援学校(知 的

障害)音 楽科では,子 どもの実態に応 じて多様 な楽

器を多様な方法で扱う機会が多い.筆 者はこれから

も,授 業や研修会で受講者が多様な楽器に触れる機

会をっ くり,楽 器に多様な機能や使い方があること

を伝えたいと考えている.ま た現在,多 様な楽器を

学校で一定期間使 っていただ く活動を行っている.

学校です ぐに楽器を揃えることが難 しい場合もある

ため,こ の活動も継続す る必要があると考えている.

その他,受 講後の感想欄には,「 自分の力では楽

器を演奏できなかったり,耳 から音を感 じられない

子どもでも,う まく補助的な道具を使 ったり,聴 覚

ではなく触覚を使うことで音楽を楽 しむことができ

ることがよ くわか った.」,「示されている内容を発

達の視点で整理 してい くことで更に分かりやす く,

根拠や児童生徒の実態に応 じた学習を積み上げてい

けると感 じました.」,「みんなで音楽を奏でること

はすごく楽 しくて音が重なった時やみんなで歌った

時,一 一体感や喜びを感 じま した.」 などの記述が見

られた.

これらの記述から,発 達段階に焦点を当てて音楽

活動例の解説を進めることは,特 別支援学校(知 的

障害)音 楽科における指導力を高めるために有効で

はないかと考えた.小 学部3段 階では,「音楽によ

る役割取得活動」や 「音楽を通 した他児との協同活

動」を行うことが発達的な目標となるが,3段 階の

演奏体験において,多 くの受講者が音楽活動の中で

人とっながる心地よさを味わっているように見受け

られた.こ の経験をもとに,受 講者が,多 様な実態

の子どもたちに,同 じような感覚を味わ う機会をっ

くってくれると嬉 しく思う.

今回解説を行った授業や研修会は1時 間程度の短

い時間設定だったため,子 どもの発達と音楽活動の

関係性を説明する理論(「 音楽療法の配慮点」)を 詳

説する機会が持てなかった.今 後は,理 論を詳説す

る時間や事後学習の設定にっいても検討 したいと考

えている.ま た,発 達初期の子どもの音楽活動例 に

っいては,今 後,発 達段階をもう少 し細か く設定 し

た上で解説を加える必要があると考えている.

おわ りに

本稿では,筆 者がこれまで大学の授業や地域での

研修会で行 ってきた,特 別支援学校(知 的障害)音

楽科における発達段階に応 じた音楽活動例の解説を

紹介 し,試 みの成果と課題を整理 した.

2017年 に新学習指導要領が示され,特 別支援学校

(知的障害)音 楽科の目標や内容の示 し方は変わ っ

たが,小 学部の発達段階の設定にっいて大きな変更

はみられない.

今後は,現 在授業や研修会で試みている,新 学習

指導要領にもとついた音楽活動例の解説にっいて検

討を進めたいと考えている.
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